
 
北朝鮮の核実験に抗議する緊急決議 

 

北朝鮮は、４月５日のミサイル発射に引き続き、５月２５日、２回目

となる地下核実験を実施したと発表した。 

 このような行為は、弾道ミサイル能力の増強をしていることと併せて

考えれば、核軍縮に向かおうとする世界の潮流の中にあって、その流れ

に逆行し、地理的に近い九州はもとより、我が国の安全に対する重大な

脅威となる。また、北東アジア及び国際社会の平和と安全を著しく害す

るものとして断じて容認できるものではない。 

 被爆地である長崎県を抱える九州地方知事会として、北朝鮮の行為に

対し、断固として抗議し、今後一切の核兵器開発を放棄することを強く

求める。 

 政府においては、関係各国と連携して、国連安全保障理事会での新た

な決議を求め、北朝鮮に対し、制裁措置の継続強化を求める等、毅然と

した対応を執られるよう強く要請する。 
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